




   嗜好品と嗅覚現象がつくる生活周期の構造―菓子に関する仮説の提案― 
 



























































図 14 「子安地蔵大菩薩」（兵庫県豊岡市岩中） 
文化 5年（1808 年） 
－ 135 －
1-2 2017 年度取組 美醜の日誌について課題 2点設定 

















































































































上記 1-1 章で説明したように、ランキングを挙げてもらった。2017 年 6 月 18 日～7月 9
日までの任意の 10 日間以上の期間に限定して、生活行動の記録を日誌に収録し、一日ラン
キングで嗅覚現象を可能な限り、1 位から 5 位まで挙げてもらった。87 名の受講者のうち
日誌記録提出は 77 件であった。77 件の日誌記録のうち、記入方法が有効なものは 50 件で

































735 550 645 745 675 205 3555 100% 
嗜好品 115 71 132 143 141 52 654 18.4% 
飲料 45 22 56 65 59 18 265 40.5% 
お菓子 53 29 42 48 56 21 249 38.1% 
フルーツ 4 13 9 14 11 3 54 8.3% 
木の実 5 0 1 3 0 0 9 1.4% 
その他 8 7 24 13 15 10 77 11.7% 
表 1 嗜好品嗅覚現象ランキング(一日の美の 5位までのランキング) 単位件数 筆者作成 
 
美の嗅覚現象ランキング上位で嗜好品が対象の 654 件中、飲料対象は 265 件であった。



















































































ァリエーションが生み出され、流通し、伝承された（荒井三津子 他 2013, 服部比呂美 
2008）。また近世以降の日誌や記録から推測されるように、お菓子の喫食は来客による日月
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